


いざ救いのHを楽しまん
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1. 

2. 

3. 

いざ救いの日を楽しまん

よきおとずれは世に響き

地はエデンの園となりて

互いに愛し， いつわらず

罪人らの恐れるとき

もはや迷うことはなし
あがな

贖いの日は近づく

聖徒は皆， 約束せるものを受けて

主はイスラエル呼びたもう

悪はなさず， 結び合わん

主の来ますHをわれら見ん

聖徒は皆， 約束せるものを受けて

地はエデンの園となりて

敵はなし

敵はなし

主はイスラエル呼びたもう

工ホバにわれら頼り行かん 悩み多き末の日に

刈り入れ果て， 主来ます日に

その日， 誓いのものを受け

義人と共によみがえらん
かんむり

天使の冠，

地はエデンの園となりて 主とその民，

いただかん

共に住まん


